
懐

風

藻

0) 

調~

三ヨLu日

/) 

h、

て

..-4，晶司令
r明甲

田

野

麓

行

で
は
じ
め
に

H
Hリ
戸
内
/
M

懐
風
波
の
一
〉
の
後
、
平
安
初
期
に
入
っ
て
間
も
な
く
夜
襲
集
(
八
一
一
一
郎

?γ

ハ
八
一
八
0

・
〉
が
相
ト
つ
い
で
成
立
し
た
。

そ
の
後
、
夫
会
長
山
年
ハ
八
二
七
〉
に
絞
関
集
が
成
立
す
る
。
本
邦
最
初
の
漢
詩
集
で
あ
る
嬢
風
藻
ぷ
艶
勾
が
多
い
。
懐
風
藻
一
に
金
山
…
討
を
針
句
で
構

成
す
る
も
の
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
小
論
で
は
一
懐
風
藻
よ
り
す
〈
翠
秀
一
路
集
ま
で
の
獣
句
、

に
鋳
勾
中
の
相
野
践
す
る
…
訟
の
劉
比
的
性
格
を
考
え
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る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
代
詩
か
ら
不
安
初
期
の
詩
へ
の
詩
風
の
務
遜
の
一
端
を
見
ょ
う
と
思
う
心
経
関
薬
は
、
序
文
に
よ
れ
ば
一
奈
良
時
代
の
慶

ハ七
O
O
)
か
ら
一
や
安
時
代
の
天
長
四
年
ハ
八
二
八
〉
ま
で
の
詩
文
を
敬
め
る
。
し
か
し
、
い
ち
い
ち
の
制
作
年
代
を
知
る
こ
と
は
不
可

い
ま
は
こ
れ
を
除
外
し
よ
う
と
思
う
。
テ
キ
ス
ト
に
は
、
懐
鼠
藻
は
大
野
保
博
士
の
棲
風
議
の
研
究
一
・
校
異
僅
腕
、

能
に
近
い
の
で
、

は
群
書
類
従
木
版
本
を
用
い
た
。

二
、
述
…
治
的
性
格
の

の
劉
比

と
忠
わ
れ

は
じ
め
に
、
匂
の
中
に
あ
っ
て
そ
の
匂
の
情
緒
的
な
要
素
を
左
右
す
る
と
思
わ
れ
る
、
い
わ
ば
そ
の
勾
の
中
で
比
較
的
詩
情
の
比
重
が
震
い

て
お
き
た
い
。
訓
譲
は
日
本
古
典
文
準
大
系
本
に
よ
る
の

流皇聾
í;~三忠、深
i間施。 1調。
虎訂!の
i乏o }芋 PJT

在

"':) 

L、
て

四
一
一
珠
芳
序
に
開
き
、

た
ま
ふ
。

流
謀
消
躍
に
泣
か
び
、



。

議
吹
前
中
経

蒸
吹
胸
中
に
軽
L
o

ハ
下
略
〉

(
嬢
風
藻
'
箭
集
宿
禰
轟
蹄
呂
、
侍
議
)

お
い
て
、
間
黙
を
施
し
た
誘
は
そ
れ
ぞ
れ
の
勾
の
中
に
あ
っ
て
、
述
一
語
と
し
て
の
機
能
を
果
し
て
い
る
一
誌
で
あ
る
。
第
二
聯
は
情

景
描
潟
の
一
部
分
で
あ
る
。
第
一
聯
に
比
し
て
絞
情
が
濃
厚
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
第
二
聯
の
「
乏
L

・
「
較
」
の
封
比
的
性
格
を
考
え
て
み
よ

、
流
れ
た
だ
よ
っ
て
い
る
震
が
安
席
の
あ
た
り
に
ま
つ
わ
り
つ
く
よ
う
に
、
浮
か
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
花
の
番

右
ぅ
。
ま
ず
、
第
二
聯
の

を
合
ん
だ
微
風
が
管
絃
の

に
乗
る
よ
う
に
し
て
務
や
か
に
そ
よ
い
で
い
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
上
匂
は
震
の
定
か
な
ら
ぬ
た
た
ず
ま
い

と
い
う
諾
で
表
現
さ
れ
、
下
勾
は
芳
香
を
替
び
た
風
が
出
の
中
に
秘
め
や
か
に
入
り
込
む
よ
う
な
感
受
が
「
軽
」
と
い
う

さ
り
げ
な
い
表
現
で
的
確
に
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
「
、
乏
」
を
「
行
」
に
「
軽
」
を
「
生
」
に
そ
れ
ぞ
れ
置
き
換
え
て
も
、
全
穫
と

の
よ
う
す
、
が

し
て
の
一
意
味
は
さ
し
て
襲
り
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
詩
情
は
ま
る
で
加
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
第
一
聯
に
し
て
も
「
関
」
と
い
い
得
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
天
子
の
徳
の
大
ら
か
さ
が
感
魔
的
に
把
握
さ
れ
て
、
こ
の
場
合
の
「
施
」
の
語
に
は
お
の
、
す
か
ら
天
子
と
只
下
と
の
問
の
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上
・
下
の
感
じ
が
出
て
い
る
の
で
は
あ
る

1

ま
い
か
。
こ
の
よ
う
に
封
匂
に
お
い
て
く
ふ
う
さ
れ
る
述
語
的
な
性
格
の
語
は
、
そ
の
こ
と
ば
自
鰻

の
意
味
内
容
よ
り
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
つ
り
あ
い
の
感
受
一
の
も
と
に
お
け
る
主
観
的
な
判
断
な
り
重
み
な
り
を
、
よ
り
多
く
伴
う
場
合
の

方
が
昔
、
過
で
あ
る
。
そ
う
し
て
み
れ
ば
、
述
語
的
一
な
性
絡
の
語
は
そ
の
句
の
有
す
る
情
感
を
決
定
す
る
す
べ
て
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
少
な
く

H
H
M戸
h
d

と
も
そ
れ
を
よ
り
的
確
な
も
の
に
す
る
感
魔
的
要
素
を
多
分
に
持
っ
て
い
る
と
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
詩
轍
・
巻
之
五
に
「
残
榔
宮
前
空
海

菜
、
夕
陽
江
上
浩
熔
波
。
窓
浩
ノ
二
学
ヲ
古
入
学
娘
ト
一
一
一
向
ヘ
リ
1
0

然
マ
デ
替
レ
ル
事
モ
ナ
キ
様
ナ
レ
ド
モ
サ
ラ
パ
ト
テ
試
ニ
此
二
学
ヲ
掻
カ
へ

見
ル
ベ
シ
。
其
時
コ
コ
ニ
骨
ヲ
折
タ
ル
事
ヲ
知
ラ

γ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
速
一
語
的
役
務
の
語
の
難
か
し
さ
に
つ
い
て
鰐
れ
た
も
の
で
あ
ろ

〉フ。
そ
こ
で
、
懐
風
深
・
凌
雲
集
・
文
翠
秀
一
雄
集
の
三
集
よ
り
摘
出
し
た
封
匂
中
、
連
語
的
な
性
格
の
認
の
所
在
が
明
ら
か
な
も
の
に
つ
い
て
、

あ
る
認
が
他
の
ど
の
よ
う
な
認
と
劉
比
し
て
い
る
か
、
そ
の
劉
比
の
し
か
た
を
調
べ
て
み
る
と
、
大
別
し
て
次
の
一
一
一
通
り
に
な
る
と
思
う
。



A 

概
念
的
に
は
間
一
範
騨
に
麗
し
、
指
示
的
方
向
の
み
が
反
鞠
で
あ
る
も
の
ヴ

い
わ
ゆ
る
「
的
名
掛
」
(
文
鏡
秘
府
論
〉
で
、
異
・
問
問
、
聴
・
重
な
ど
の
却
く
、
あ
る
語
に
関
し
て
反
射
的
に
相
糾
問
す
る
認
が
す
ぐ
思
い

浮
ぶ
よ
う
な
針
比
で
、
親
近
性
の
も
っ
と
も
濃
厚
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。
た
と
え
ば
、

0

0

 

柳
候
風
未
媛
、
梅
花
零
胤
舗
装
。
〈
嬢
風
藻
、
欝
霞
台
麻
呂
・
春
日
於
左
撲
射
長
屋
王
宅
宴
〉

。

。

銭
池
趨
潔
異
一
凡
類
、
美
鶴
逢
仙
同
洛
洲
。
ハ
同
一
前
、
丹
塘
蹴
純
一
成
・
吉
野
之
作
〉

。

。

放
鱗
多
幽
越
、
超
然
少
俗
躍
。
ハ
間
前
・
遊
吉
野
山
〉

。

。

石
援
護
衣
瀦
一
自
短
、
山
一
勝
松
蓋
壊
然
長
(
閉
門
前
、
藤
一
藤
一
字
合
、
秋
翠
於
一
左
一
僕
射
長
一
支
宅
宴
U

同
一
範
縛
で
は
な
い
が
、
何
ら
か
の
意
味
で
共
、
議
白
色
彩
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
。

い
わ
ゆ
る
「
異
類
濁
℃
「
卒
一
針
レ
・
「
同
勢
い
ハ
文
銀
一
誕
清
一
論
V

な
ど
は
こ
れ
に
麗
ず
る
。
た
と
え
ば
i

0

0

 

葉
落
山
途
静
、
風
涼
一
懇
盆
徴
。
ハ
嬢
嵐
藻
、
中
巨
大
島
・
山
~
瀞
mv

。

。

一

ミ

~

駿
逐
楚
壬
細
、
韓
一
趨
漢
帝
飛
。
会
問
説
、
鶏
助
C
・
一
散
美
人
〉

。

。

~
稲
葉
負
籍
落
、
鰐
磐
逐
吹
流
。
ハ
間
前
、
大
紳
安
麻
呂
・
山
警
官
同
志
)

。

。

元
首
欝
千
歳
、
股
跡
的
額
一
三
春
。
ハ
間
前
、
山
前
五
?
待
宴
一
〉

0

0

 

雲
、
浮
天
へ
裏
麗
、
樹
茂
苑
中
築
。
ハ
間
前
、
背
奈
王
行
文
・
上
巳
摂
飲
塵
認
〉

。

。

舞
衣
議
樹
影
、
歌
扇
動
梁
一
藤
一
G

(

間
前
、
安
倍
首
名
・
一
春
自
態
詔
〉

。

。

知
事
一
段
鵠
橋
、
静
駕
越
清
流
。
ハ
間
前
、
吉
智
首
・
七
夕
〉

。

。

一
一
誠
一
鍛
風
発
幕
、
金
諜
春
色
一
深
。
ハ
向
山
刷
、
糞
女
備
・
春
日
持
宴
)

…
訟
法
的
な
共
通
性
以
外
に
は
全
く
何
の
関
係
も
感
じ
ら
れ
ぬ
も
の
。
た
と
え
ば
、

0

0

 

議
議
護
摩
地
、
貞
一
賀
指
蕗
天
一
。
(
穣
風
藻
、
中
露
丈
島
三
一
認
識
訟
V
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B C 



琴関梅
降客

fJ'l'o {I頃。謁Lo

糊菊残
賞潜岸

文 iお:腿
華 7K霞
紋。拾っ援。
蕗f~ 柄早

琴春。。 。

〈
間
前
、
大
伴
放
人
・
初
春
侍
宴
〉

(
間
前
、
一
境
部
主
・
秋
夜
山
池
)

ハ
間
前
、
調
古
腕
呂
、
初
秋
於
長
主
宅
宴
新
羅
客
)

釘
匂
中
に
お
け
る
迷
詩
的
性
格
の
一
誌
の
す
ば
て
に
つ
い
て
、

A
の
よ
う
な
同
一
の
範
縛
で
指
示
的
方
向
の
み
が
反
艶
で
あ
る
語
が
存
在
す
る

比
が
感
倒
的
に
多
い
。

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
そ
の
割
合
は
語
自
殺
に
毅
近
牲
の
濃
厚
に
見
ら
れ
る
A
の
期
比
は
一
意
外
に
少
な
く
、

B
お
よ
び

C
の
針

る
よ
う
に
、
よ
り
い
っ
そ
う
少
な
く
な
っ
て
く
る
。

奈
良
時
代
に
お
け
る
穣
風
藻
に
は
、

A
の
針
比
が
少
な
い
の
で
あ
る
が
、
卒
安
初
期
に
お
け
る
凌
雲
集
や
文
筆
秀
麗
集
に
な
る
と
、
後
述
す

-
問
、
接
・
媛
(
焼
〉
、
迎
・
迭
、
軽
・

親
近
性
の
濃
厚
な
速
一
治
的
性
格
の
一
訟
の
勢
比

A
に
つ
い
て
、
そ
の
す
べ
て
を
調
べ
る
と
懐
風
藻
か
ら
文
筆
秀
麗
集
に
至
る
ま
で
に
は

紅
・
線
(
翠
)
、
古
(
故
)
・
新
、
難
・
易
、
白
・
絡
、
有
・
無
、
多
・
少
、
短
・
長
の
十
一
種
類

一
例
を
所
載
集
別
に
表
示
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
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し
か
な
い
。
そ
れ
ら
の
封
認
を
含
む
封
句
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懐
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文
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納
新
(
紀
末
花
)
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兵
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工
人
向
日
仰
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松
下
山
市
川
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信
難
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内
)

迭
春
一
蹴
前
線
珊
瑚
色

迎。帝
夏柄
鍛猶

(苓(襲。
持;吠桑未
君J J!写易1

25斑恋就

( 25 ) 



一

。

一
一
岐
路
分
衿
易

戸

。

一
君
道
誰
云
易

自

・

絡

一

つ

有

・

城

市

一

冗

無

好
。

擬
絡
無
傑
事

多

・

放

蹟

多

断

趣

o

-

…
知
・
石
援
藤
衣
猫
自
短
山
扉
松
義
理
然
長
一

(
藤
原
字
合
〉
一

。

琴
得
促
膝
難
(
藤
原
繍
笠
間
〉

。

直
義
本
自
難
〈
藤
諒
高
麗
〉

林
間
賞
有。

(絵
藤
原
高
星

っ

山
路
有
樵
一
家
〈
良
一
黒
人
〉

難
届
謝
蝦
併
号
霊
自

班
姫
秋
麗
己
炉
色

忘
益
無
故
友

衣
孫懸
子議
夜〈今

(書 1桑イじ
嵯瀦原絡c

唾有G 宮
き現在

。

傾
蓋
有
新
期
(
林
裟
婆
〉

水
上
浮
津
量
有
根

発
字
本
無
麗
淳
事

法試
経路IJ
P佳飛

( 有。(禁
l接辞朝本
轡実害鹿無0

3信号事

E主
義
絞
無o

，駐

春
花
落
有
期
(
菅
清
公
〉

( 26 ) 

親
近
性
の
濃
厚
な
一
訟
の
劉
比
が
、
各
集
に
所
載
す
る
詩
の
中
で
、
少
な
い
な
が
ら
も
、
凌
雲
集
・
文
説
中
秀
一
競
一
集
に
比
較
す
る
と
、
一
懐
風
藻
に

は
ま
だ
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
親
近
性
の
濃
厚
な
誘
の
類
比
が
持
代
を
下
る
に
つ
れ
て
減
少
し
て
行
く
傾
一
向
に
あ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
親
近
性
の
薄
い
述
詩
的
性
格
の
一
誌
の
封
比
が
時
代
を
下
る
に
つ
れ
て
増
加
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
針
比
の
質
の
撰
化
の
意
味
を
解
く
た
め
に
、

て
〉
が
い
か
に
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
か
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、

一
見
し
て
一
親
、
近
性
の
稀
薄
な
語
の
針
比
(
特
に
C
に
属
す
る
も
の
に
つ
い

一
般
に
針
匂
中
に
お
け
る
述
語
的
な
性
格
の
一
語
は
、
平
安
初
期
に
烹
る
ま
で
程
度
の
差
は
あ
る
に
し
て
も
一
意
味
内



容
の
疎
遠
な
諮
の
針
比
が
普
議
で
あ
っ
た
っ
し
か
し
な
が
ら
認
は
句
か
ら
切
り
離
し
て
単
濁
に
そ
れ
だ
け
を
取
っ
出
し
て
き
た
の
で
は
、

の
約
束
さ
れ
た
意
味
の
み
を
持
つ
存
在
で
し
か
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
が
文
中
に
、
特
に
詩
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ
と
さ
ら
に
情
的 つ

る
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

に
一
臓
の
あ
る
、
感
樹
党
的
な
要
素
を
よ
り
多
く
含
む
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
比
秘
的
に
い
え
ば
、
血
の
通
っ
た
生
き
た
一
言
葉
と
な
る
こ
と
が
で
き

そ
こ
で
、
さ
き
に
句
か
ら
取
り
出
し
た
一
訟
の
い
く
つ
か
を
再
び
元
の
匂
に
返
し
て
み
た
い
と
思
う
っ
匂
の
選
擦
に
鴬
つ
て
は
、
特
定
の
詩
人

に
備
し
な
い
よ
う
に
注
一
認
し
つ
つ
、
そ
の
作
者
が
最
も
一
意
を
用
い
た
と
忠
わ
れ
る
も
の
を
取
っ
あ
、
げ
る
よ
う
に
し
た
い
。
し
か
し
、
親
近
性
の

稀
薄
な
訴
の
封
比
と
い
っ
て
も
、
賞
は

B
と
C
と
の
限
界
は
誠
に
微
妙
な
も
の
が
あ
る
の
で
、
頻
度
数
が
二
間
以
上
あ
る
語
に
つ
い
て
、
比
較

の
上
で
親
近
性
の
稀
薄
な
語
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
と
え
ば
、
「
動
」
は
「
搭
・
出
・
愛
・
低
」
の
朗
読
聞
と
の
制
約
比
例
を
見
出
せ

る
が
、
動
・
携
の
劉
比
よ
り
も
、
動
・
出
、
動
・
愛
、
動
・
低
の
針
比
は
そ
れ
ぞ
れ
多
少
の
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
親
近
性
が
稀
薄
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
割
譲
並
び
に
本
文
は
小
島
憲
之
博
士
の
日
本
古
典
文
事
大
系
に
よ
る
。
ま
た
、
以
下
向
博
士
の
、
法
一
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

。

。

山
中
猿
吟
断
、
葉
一
義
蝉
一
音
裂
。

(1) 

( 27 ) 

戦
災
梯
航
使

こ
の
聯
は
、
次
の
詩
の
第
一
一
一
聯
で
あ
る
。

職
賞
梯
航
の
使
、

従
此
及
一
一
…
斡

岐
路
分
衿
易

1L!怒
仁tl :1聾
猿促
吟 膝
断難

業
一
袋
持
背
裳

満
別
無
一
一
一
一
口
語

此
よ
り
一
一
一
韓
に
及
ぶ
。

岐
路
衿
を
分
つ
こ
と
易
く
、

怒
鳴
膝
を
促
む
る
こ
と
難
し
。

山
中
猿
吟
麟

h

え、

業
裏
側
仰
す
裳
し
。

婚
別
に
一
一
一
同
無
し
、



の
邸
宅
で
新
羅
の
伎
を
迭
る
宴
席
に
侍
し
、
別
離
の
情
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
従
つ

に
は
聞
こ
え
て
い
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
情
加
の
情
の
感
魔
的
な
表
現
で
あ
ろ
う
。
職
責
は
、
み
つ
ぎ
も
の
の
こ
と
で
あ
り
、
梯
航
使

は
、
み
つ
ぎ
も
の
を
持
っ
て
海
山
を
は
る
ば
る
や
っ
て
き
た
新
緑
の
復
者
で
あ
る
。
技
中
の
漫
境
に
あ
っ
て
苦
し
む
使
者
へ
の
思
い
や
り
と
自

分
の
惜
別
の
心
一
擦
と
が
震
な
り
合
っ
て
「
山
中
猿
吟
断
、
案
一
員
蝉
一
官
接
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
猿
吟
踏
に
つ
い
て
小
島
博
士

は
「
猿
吟
は
、
林
本
・
箆
本
校
異
・
詩
紀
な
ど
円
猿
叫
b

に
作
る
。
漢
詩
に
こ
の
例
は
多
く
、
こ
の
本
文
に
従
う
も
の
も
多
い
〈
津
田
佳
・
世
史

。

佐
・
林
注
な
ど
〉
。
し
か
し
、
校
v
藤
疑
v
欲
γ
飲
、
吟
v
校
似
y

避
γ
弓
〈
陳
競
設
、
賦
得
夜
暗
猿
)
。
連
山
驚
鳥
範
、
間
紬
街
猿
吟
〈
賠
太
宗
、
遼
東
山
夜

0

0

 

臨
ド
秋
〉
。
誰
知
紫
衣
ニ
黄
金
紫
ペ
翻
喪
侯
家
不
二
敢
吟
一
ハ
腐
張
喬
、
猿
詩
)
。
爽
巷
長
門
似
ニ
海
探
ペ
楚
猿
争
得
此
中
吟
(
臨
同
県
融
、
長
安
問
一
一
一
中
間
猿
〉

な
ど
、
猿
の
附
く
こ
と
を
認
込
と
も
い
い
、
旗
本
の
文
字
で
差
支
え
な
い
。
断
を
語
助
と
見
て
吋
猿
吟
断
h

を
猿
吟
〈
猿
が
吟
叫
す
る
〉
の
一
意

る
〈
私
杭
・
憾
風
韻
新
註
〉
が
)
~
文
字
、
品
織
り
に
解
し
て
よ
い
〈
防
相
議
王
‘
『
自
憐
疎
響
断
、
荒
林
タ
吹
襲
」
一
〉
。
な
お
明
断
:
:
:
事
b

は
こ

い
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
断
を
器
助
と
見
な
け
れ
ば
、
結
局
は
「
な
、
き
や
ん
だ
ハ
あ
る
い
は
フ
な
い
て
い
な
い
Y
な
い
て
い
る
し
の

。

。

「
捷
一
燃
持
議
革
、
林
襲
来
笑

愁
情
幾
寓
端

0) 

と
み

の
に
よ

恐
怖
幾
寓
端
ぞ
。

(
藤
命
日
郎
総
前
・
秋
日
於
一
一
長
王
宅

( 28 ) 

針
比
で
あ
り
、
制
御
菅
を
つ
接
」
と
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
者
の
さ
む
ざ
む
と
し
た
心
象
ま
で
も
い
い

の
鱗
魔
的
な
針
比
よ
り
も
、
よ
り
的
確
な
感
魔
描
潟
と
な
り
得
て
い
る
。

。

。

緋
竹
議
成
梨
、
松
中
舞
治
往
践
。

(2) 

支
燐
凝
紫
宮

淑
向
執
務
芳
春

曲
滞
織
嬬
鍵

璃
池
…
躍
潜
鱗

五
鮒
紫
宮
に
凝
り
ベ

淑
筑
芳
一
審
に
潤
ふ
O
一

樹
梯
踊
識
戯
れ
、

務
池
一
橋
鱗
師
陣
る
。



藤
詔
の
詩
で
あ
る
だ
け
に
、
治
ま
れ
る
太
平
の
世
を
謡
歌
し
よ
う
と
す
る
意
闘
が
、
あ
か
ら
さ
ま
に
う
か
が
わ
れ
、

ベ
た
て
て
い
る
。
出
滞
@
瑠
池
・
階
前
・
塘
上
・
報
一
地
・
嚇
鳥
・
総
竹
・
率
舞
な
ど
の
一
諮
は
す
べ
て
「
玉
燭
凝
紫
宮
、

て
、
天
子
と
の
関
連
に
お
い
て
作
者
は
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
称
竹
遁
蹟
楽
、
卒
舞
治
佐
藤
」
は
そ
の
よ
た

た
聯
に
外
な
ら
な
い
。
こ
で
奏
す
る
管
絃
の
築
は
天
上
の
康
紫
を
こ
こ
に
留
め
て
い
る
よ
う
に
す

踏
前
桃
花
映

塘
上
榔
保
一
新

離
煙
松
心
入

嚇
鳥
業
機
械

紘
一
竹
議
康
楽

率
舞
沿
佐
藤

比
時
誰
一
不
柴

ぐ
れ
、
ま
た
柴
し
く
つ

捕 I~皆
上前
抑制5
4条一花
新製と
し「え

軽
煙
松
心
に
入
り
、

嚇
出
府
葉
慌
に
陳
く
。

議
竹
康
柴
を
、
過
め
、

率
舞
往
践
に
治
し
。

此
の
時
誰
か
繋
し
ま
ざ
ら
め
や
も
。

い
つ
く
限
り
の
美
僻

( 29 ) 

、L

ぜ

宮
中

っ
て
舞
う
舞
は
遜
去
(
前
人
*
前
代
の
意
〉
の
事
蹟
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る

で
あ
る
。

志
向
仙
台
記
申
守

二

=

ノ
i
w
w
ψ
1
二
世
吋
ふ
」
』

の
例
と
し
て
は
嬢
風
藻
に
次
、
ぎ
の
ご
と
き
も
の
が
あ
る
ら

日
ハ
山
前
主
・

、や

開設

遁
コ
歌

滑
化
朗
与
品
加

流

水思
治
一
円
高
民
一

こ
れ
ら
の
例
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

七、

を
持
っ

と
の
封
比
ほ
ど
一
親
近
性
が
感
じ

ろ
が
り
の

と
こ
ろ
で

「
流
」
と



に
時
間
的
な
要
繋
が
あ
り
、

の
は
、
こ

「
治
」
に
空
間
的
な
要
素
が
あ
っ
て
、
そ
の
爾
者
に
意
味
的
な
ズ
レ

そ
の
ズ
レ
が
介
在
し
て
レ
る
こ
と
を
感
得
す
る
斡
に
掛
匂
の
面
白
さ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
か
え
っ
て
毅
近
性
が
感
じ
ら
れ
る
結

ら
(3) 

な
降る
沈。と
樹思
雲わ
外れ
、る
撃。
翫。
野
花
秋。

の
熟
誌
の
形
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
聯
は
小
島
博
士
誌
に
よ
れ
ば

(
さ
ま
よ
い
)
、
野
の
花
の
咲
く
秩
を
め
で
る
よ
の
一
意
。
さ
ま
よ
う
の
は
穣
翫
す
る
た
め
で
あ
る
。
宇
部
で
は
何
の
関
係
も
な
さ
そ
う
に
見
え
る

内
の
艶
諮
で
あ
る
が
、
山
野
を
-
さ
ま
よ
う
態
度
を
「
浮
沈
」
と
い
う
語
で
よ
り
印
象
的
に
措
鶏
L
て
い
る
。
上
勾
か
ら
下
旬
へ
と
議

下
旬
を
讃
み
絡
っ
た
と
き
に
帯
び
上
旬
の
劉
認
を
想
起
(
ま
た
は
、
そ
の
印
象
を
も
と
に
〉
し
て
、
そ
の
擁
護
で
上
下
勾
の
劉

は
針
勾
一
般
に
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
か
つ
こ
う
の
例
で
あ
ろ
う
。

被
繋
柴
康
夫
。

来欲
尋知
山 11~J
7]< 居
幽趣

撃
翫
野
花
秋

蝉
韓
逐
吹
流

祇
矯
仁
智
賞

ヲー-

t司-

浮
j先

来間
り唐
輔の
ぬ趣
山を
水知
のーら
幽そま
きけく
こ欲ほ
とり
を、
。

浮
沈
す
燭
震
の
外
、

磐
翫
す
野
花
の
秋
。

橋
葉
霜
を
負
ひ
で
落
ち
、

( 30 ) 

イ可紙蝉
ぞ仁の
論主 智盤
らの，~吹
は 3訴を
むをレ議
、事~ 1害J ひ
市きで
のま流
遊く一る。の。

み

(
大
掛
宏
一
蹴
呂
、

か
か
る
外
界
を
出
設
しの



縦
賞
菅
春
日

相
刻
一
白
髪
年

清
一
生
百
薦
議

岳
出
品
↑
千
緊

下
宴
掛
問
時
宅

披
雲
集
康
天

故
時
議
檎
索

何
用
予
皆
同
玄

」
の
詩
は
、

j望号相縦
は期~室
生すず
む向督
官襲春
寓の、の
の年目
撃。一、

揺
は
出
す
キ
千
の
資
。

宴
を
晴
子
す
蛍
時
が
宅
、

繋
を
抜
く
機
騒
が
夫
。

設
の
時
議
一
清
索
、

何
ぞ
用
ゐ
む
子
繋
が
玄
。

ハ
刀
科
笠
令
・
賀
牛
乳
八
年
む

( 31 ) 

り

四
十

は
披
籍
と
開
じ
で
人
に
命
闘
う

の
作
者
で
あ
る
。

の
主
語
は
左
大
臣
長
屋
王
で
あ

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
し
『
語
は
正
六
位
上

に
身
分
関
係
の
義
が
感
得
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
披
一
雲
と
い
う
諮
白
鶴
に
も
掛
象
の
存
在
を
暗
示
さ

せ

。

。

臆
逸
去
糊
獄
、
授
賢
紙
同
紫
索
。

(5) 

淑
議
光
天
下

葉
風
一
筋
海
演

春
日
欺
春
鳥

関
生
折
鶴
人

淑
議
天
下
に
光
ら
ひ
、

春

a春
を
歌
ぶ
る
為
、



強
梅
議
拘
故

強
梅
の
議
脅
し
故
り
、

文
酒
事
猶
新

女
潤
の
事
猶
し
新
し
。

隠
逸
去
糊
薮

騒
逸
鱗
薮
を
去
り
、

校
緊
陪
紫
炭

投
賢
紫
擦
に
陪
る
。

(
礎
原
史
・
春
日
侍
宴
、
躍
認
)

、
従
賢
は
、
作
者
の

か
、
あ
ま
り
例
の
な
い
用
語
で
あ
る
。
不
符
の
私
の

(
大
野
博
士
法
)
に
解
細
押
し
て
お
く
。
小
島
博
士
は

で
は
、

寸
技
は
俗
語
か
、
不
明
い
〈
日
本
古
典
文
皐
大
系
〉
と
し
な
が
ら
も
賢
く
な
い
者
、
卑
下
し
た
こ
と
ば
と
解
し
、
…

i

上
代
日
本
文
勝
?
と
中
関
文
事
下
い

-
一
取
引
毛
・
別
袈
・
口
問
生
な
ど
の
語
と
共
に
中
間
語
と
し
て
一
般
に
用
い
ら
れ
た
か
否
か
疑
わ
し
い
用
語
の
例
の
中
に
翠
げ
て
お
ら

に
し
て
も
宴
集
に
列
な
る
人
々
の
こ
と
を
上
旬
と
下
旬
と
に
規
黙
を
か
え
て
い
っ
た
ま
で
で
あ
っ
て
、
去
・
陪
の
針
比
は
一
意
味

れ
る
。
い

の
諮
感
に
は
架
空
意
味
が
感
魔
的
に
潜
在
し
て
お
り
、
そ
の
ふ
く
ら
み
が
去
・
来
よ
り
も
や
わ
ら
か
み
を

感
じ
さ
せ
る
り
怖
と
い
え
ば
「
階
紫
寝
」
「
陪
観
州
灘
」
会
)
十
も
に
懐
風
諜
U

、
「
艶
年
従
官
矯
暦
秘
」
(
文
筆
秀
麗
集
)
の
ご
と
く
、
禁
中
に
関
す
る

的
に
は
去
・
来
の
斡
比
で
あ
り
、

( 32 ) 

に
約
束
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
表
現
と
し
て
よ
り
確
か
な
も
の
に
な
る
。
従
っ
て
「
去
」
の
字
と
の
駒
内
比
も
「
来
」
よ
り
は
強
く
饗

き
合
う
も
の
が
あ
る
。

憾
風
藻
に
指
示
的
反
掛
概
念
の
揚
が
多
い
と
い
っ
て
も
ー
そ
れ
は
凌
繋
柴
・
文
華
秀
一
機
集
と
の
比
較
の
上
で
い
え
る
こ
と
で
あ
る
り
む
し
ろ

い
ま
い
く
つ
か
の
例
で
述
べ
た
よ
う
に
、
旬

J

中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
諾
が
持
つ
感
魔
的
な
ふ
く
ら
み
を
介
在
さ
せ
て
の
針
比
が
普
通
で
あ
っ
た
。

0

9

0

0

 

考
え
て
み
れ
ば
、
指
示
的
反
艶
概
念
の
艶
は
手
間
情
河
難
越
、
今
儀
漢
易
施
(
懐
風
藻
・
百
済
和
縦
日
)
」
「
水
上
、
浮
体
山
一
見
有
根
、
風
前
飛
頚
本
無

穣
(
文
議
秀
麗
集
・
州
制
限
取
ど
の
よ
う
に
、
上
匂
を
諌
ん
だ
と
き
、
相
似
判
醸
す
る
語
、
が
下
匂
に
あ
る
こ
と
を
謹
磁
的
に
穣
恕
す
る
こ
と
が
不
可
能

で
は
な
い
?
そ
れ
は
お
お
む
ね
繍
偶
者
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
無
一
意
識
的
、
瞬
間
的
な
滞
在
的
路
一
制
縦
で
あ
る
場
合
が
む
し
ろ
普
通
で
あ
る
う
。
下

句
を
讃
み
お
え
た
と
き
に
生
じ
た
掛
偶
の
安
定
感
が
、
詩
情
を
殺
果
的
に
た
し
か
な
も
の
に

そ
の
心
理
的
な
過
程
は
創
作
者
の
立
場
に



た
っ
て
も
ほ
ぼ
何
様
な
こ
と
が
い
え
る
と
思
う
。
た
だ
異
な
る
の
は
、
下
旬
か
ら
さ
き
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
ο

と
こ
ろ
が
、
前
の
特
に

B
に
麗
す
る
艶
比
は
、
患
に
形
態
的
な
劉
の
安
定
性
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
上
旬
か
ら
下
旬
へ
、
下
勾
か
ら
'

と
反
趨
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
た
し
か
な
映
像
を
心
理
的
に
構
成
す
る
ro
上
旬
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
と
下
旬
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
と
の
一

そ
こ
に
感
魔
的
な
詩
精
の
よ
り
こ
ま
や
か
な
措
潟
が
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
前
述
し
た
よ
う
に
、
文
鏡
秘
府
論
の
「
的
名

に
相
蛍
す
る
述
…
詩
的
な
機
能
を
持
つ
認
の
釣
比
は
穣
風
議
に
比
較
的
多
く
い
、
文
筆
秀
一
蹴
袋
一
主
主
る
支
で
に
減
少
の
餓
向
に
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
は
決
し
て
針
匂
そ
の
も
の
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
関
と
し
て
は
質
的
に
高
次
な
も
の
へ
と
務
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

三
、
用
語
に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
、
こ
の
減
少
の
傾
向
は
用
語
の
国
に
つ
い
て
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
懐
風
藻
に
二
例
以
上
の
用
例
を
見
る
語
、

て
多
い
頗
に
悶
併
ま
で
の
も
の
を
示
す
と
〈
数
字
は
用
話
例
の
数
)
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ク

2 

オ

2-琴
海
」
を
除
い
て
す
べ
て
六
朝
詩
に
そ
の
用
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
用
語
の
中
、
文
選
詩
に
用
…
例
の
な
い
も
め

批
机

V
Fゐ
制
度
鬼
門
嘗
ν
鷲
荷
業
開
。
ハ
五
畿
新
一
詠
、
皇
太
子
簡
文
e

間
二
夜
塁
間
四
一
詠
む

併
v
知
二
心
不
v
お
i

‘
君
着
黛
…
窟
襲
。
(
間
前
、
思
り
賦
ユ
柴
器
名
一
個
吋
ニ
建
模
-
〉

伽
似

y
知
v
有
y
所
v
患
、
停
織
複
線
路
。
(
閉
山
州
問
、
梁
武
一
賢
一
良
一
献
〉

以
同
一
諮
山
水
地
二
樹
油
相
即
炉
心
。
爪
階
、
旗
手
良
・
夏
韓
尋
問
戸
子
政
…
世
吋
龍
一
抱
一
隅
v
繍〉

。
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-
議
宅

吋

a
-
A
d
a
n
a，
駒

A
H
1

日
型
一
衿

げ
文
瀬

川

ω
格池一

割
者
監

。
。

代

俄

成

v
昔
、
喉
徐
一
風
月
一
一
一
向
。

門〉門〉

事
逐
ニ
綿
花
刊
空
教
y
億
二
楊
柳
叫

。
。

柳

繋

時

依

v
糖

、

梅

花

乍

入

v
衣
ο

0

0

 

調

薬

始

満

y
地

、

梅

花

己

落

γ
枚。

0

0

 

何

時

一

可

v
見
、
更
得
似
二
梅
花
4

0

0

 

梅

花

自

糊

械

設

、

百

舌

早

趨

v
春。

情
日
目
岐
路
↓
曲
宴
閥
日
目
関
堂
4

0

0

 

始
可
ニ
結
交
者
で
す
〈
酒
満
二
金
堂
刊

。
。

箕
風
入
門
一
経
路
「
盤
月
鞠
『
日
務
地
吋

。。

知
辞
ニ
帝
星
川
飯
山
こ
復
合
歓
心
刊

ハ
時
段
哲
彦
事
コ
故
郷
司
〉

(
玉
蓋
新
…
獄
、
沈
約
・
初
春
〉

ハ
間
前
、
潮
来
正
解
・
和
二
例
制
上
黄
む

(
間
前
、
梁
武
一
帯
・
申
和
歌
〉

ハ
間
前
、
皇
太
子
構
文
・
難
題
〉

ハ
間
前
、
五
叔
英
婦
・
暮
接
〉

〈
梁
、
劉
孝
紳
・
枇
問
日
吋
張
惑
紹
一
服
令
)

ハ
梁
、
英
均
・
酬
ニ
補
一
新
浦
五
一
洗
v
馬〉

〈
梁
、
英
均
・
秋
念
〉

(
階
、
呉
緯
仙
・
謝
ド
賜
ニ
合
歎
来
一
〉

( 35 ) 

に
入
る
と
し
ば
し
ば
散
見
さ
れ
る
の

域

特コ持。 I競

瓶、

待
γ
興、慮、

公
H

i
Rサ
a

，

竹

樹

己

迎

y
壊。

風
月
白
朝
一
帯
。

お
け
る
用
例
は
い
ま
だ
管
見
に
入
ら
な
い
。
麗
関
川
郡
の

(
贈
円
一
握
融
戸
ご
な
ど
、
そ
れ
は
一
初

主
勃
の
詩
を
例
に

の

な
ど
の
使
用
例
を
団
地
る
。
懐
風
藻
の

法
6

の
例
が
い
ず
れ
も
壊
思
議
後
期
の
作
品
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
懐
風
藻
後
期
に
み
ら
れ
る
初

表
示
し
た
諮
語
に
関
す
る
も
の
に
隈
つ

-、
一
i
L
V

111 
7K 

ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。

。。

「
何
知
山
本
路
、
封
面
部
飛
荘
。

i
林
一
揖
懐
友

i
b
・
7
明
月
ハ
「
早
是
也
郷
値
ニ
平
駄
「

tま
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0

0

0

 

江
品
川
悦

y
m
y江
流
咋
1
8
1
秋
江
滋
別
」
「
複
閣
議
機
向
v
滞
閥
、
秋
風
拐
月
度
v
江
来
。

i
裳
夜
嬢
友

1
」
「
明
月
沈
ニ
珠
浦
↓
秋
風
準
一
錦
川
プ
i
重
別
融
華
日

i
」
「
林
尚
武

0

0

0

0

0

0

 

明
月
在
、
持
制
故
人
向
。
i
秋
日
仙
遊
離
婚
日
一
道
士
目
1
1
」
「
去
ν
此
近
ニ
域
開
ぺ
青
山
明
月
初
。
1
1
娩
届
一
鼠
州
一

l
a
b
・
8
風
月
(
「
林
塘
風
月
賞
、
藤
符
故
人
来
。

1

0

0

0

0

0

0

 

別
人

i
L
「
…
珠
櫓
唯
待
成
、
風
月
白
相
帯
。
!
蹴
ユ
李
十
臨
む
・

9
山
山
川
ハ
物
外
出
川
近
、
靖
初
景
癌
新
。

i
登
ド
城
春
望
一

i
」
「
山
川
殊
未
v
己
、
行
路
方
悠
哉
o

j

0

0

0

0

 

状
風
虫
病
帰
京
法
違
一
i
」
「
山
川
一
誤
霧
一
義
、
遊
子
幾
時
議
。

I
普
安
建
陰
題
v
蟹
i
」
「
誰
譜
波
輯
緩
一
水
、
己
発
山
川
是
南
郷
。

1

秋
江
一
送
別
l
b
・
ロ
自
雲

0

0

0

o

 

q
松
吟
伊
作
際
、
経
桜
前
鶏
一
課
。
!
上
巳
浮
v
江
宴
、
韻
得
二
低
学
一

i
」
「
蒼
此
不
ド
可
ν
見
、
空
翠
白
雲
額
。

i評
議
観

-
i
b
-
n一
流
水
〈
「
流
水
拙
ニ
奇
…
弐
溺

0

0

0

0

 

主
弾
五
点
牒
吋
1
1
存
日
事
一
様
遊
間
「
讃
得
ニ
一
議
宇
一

l
i
b
-
M帝
患
(
「
一
帝
昆
金
翠
去
、
扶
風
石
柱
来
O
B
o
e
j
扶
風
整
問
一
一
離
京
浸
遠
}311
」
「
一
帯
思
惑
光
謀
、
一
柳
出
虫
干
春
望

決
。
!
者
日
本
、
二
樹
木
遊
関
「
韻
得
ニ
援
字
}
!
」
〉
な
ど
の
用
例
が
み
ら
れ
る
。

の
横
風
藻
・
凌
雲
集
・
文
泰
秀
麗
集
の
用
例
は
、
文
選
詩
と
の
問
に
、
翠
に
こ
れ
ら
の
語
を
使
用
し
た
と
い
う
ば
か
り

で
な
く
他
の
認
や
句
法
な
ど
の
黙
に
類
似
性
が
あ
っ
て
、
補
者
の
関
の
近
づ
き
の
度
合
い
が
濃
一
厚
な
も
の
、
ハ
そ
れ
を
類
句
と
い
う
な
ら
〉
そ
れ
が

類
句
で
あ
る
か
模
倣
句
で
あ
る
か
の
判
定
は
極
め
て
む
ず
か
し
い
が
、
と
も
か
く
そ
う
し
た
黙
の
認
め
ら
れ
る
匂
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い

Q

い

ま
例
と
し
て
、
懐
風
藻
・
・
文
翠
秀
磁
集
・
文
選
を
、
通
じ
て
似
か
よ
っ
た
教
の
用
例
を
み
る
「
お
今
日
」
を
示
し
て
み
よ
う
の
ハ

さ
き
に
表
示
し

内
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は
大
野
本
懐
風
演
の
詩
番
続
。

。
。

欲
ν
知
一
一
今
日
賞
バ
成
有
不
瞬
時
務
ρ

~
門小別一
v

o

o

 

入
門
/
門
口
良
酔

ν
徳
、
誰
一
官
同
遊
露
窓
。
ハ

mv

o

o

 

今

日

夢

淵

問

、

遺

響

千

年

流

J

ハ一鈎
V

O

O

一

今

日

足

v
忠
v
徳

、

勿
ν
時
間
藤
帝
氏
。
ハ
必
〉

0

0

 

今

日

優

遊

何

所

v
策
、
群
、
区
間
有
ユ
釣
礎
心
一
刊

。

郡

久

陰

陰

、

日

秋

一

錫

ユ

再

臨

刊

ハ
凌
蜜
襲
、
賀
陽
製
年
・
娩
一
変
榊
泉
苑
釣
泰
一
同
耕
一
深
臨
陰
心
「
際
製
)

今o~キ

日。泉

生蕎

死

~Ij 

〈
間
前
首
藤
原
各
樹
零
し
翠
ν
和
討
議
製
予
議
官
円
強
製
)

何

問
時
骨
肉
頭
叩

《
持
続
、
淡
海
一
一
縮
長
瀦
・
被
v
勝
二
糊
議
後
藤
太
守
一
〉



:

:

、

倒
紹
令
棲
ニ
今
貯
叶
，
裸
渓
~
令
想
ニ
一
昔
一
時
一
門
間
前
、
桑
原
宮
作
'
伏
枕
吟
〉

。
。

礎
耐
吋
}
朝
間
内
叩
今
日
笑
、
純
米
一
諮
問
{
タ
露
一
此
時
襲
。
ハ
関
前
、
嵯
峨
一
味
・
九
月
九
日
於
ニ
紳
泉
苑
H

装
"
春
庄
一
各
紙
二

。
。

明
日
嶺
締
局
人
続
綿
郎
、
昔
時
間
-
↓
今
日
一
一
得
馨
笠
Q

〈
文
部
秀
一
蹴
集
、
嵯
峨
一
帝
・
滋
門
戸
党
籍
寺
む

。
。

何

闘

一

損

二

台

門

貴

ペ

今

日

高

率

制

P
下
官
叫
(
間
前
、
英
文
総
・
春
日
左
将
軍
臨
況
〉

。
。

古
来
高
星
矯
ニ
誰
巴
ペ
今
日
松
門
間
二
鬼
挺
刊
(
盟
問
、
築
腹
赤
・
奉
v
和
v
傷
ニ
野
女
侍
中
日
〉

O

Q

 

今

自

不

v
一桜
v
欺

、

合

情

欲

v
待
v
難
。
〈
文
選
、
主
仲
笠
・
公
諜
〉

。
。

流
関
昔
時
敵
、
復
増
今
日
歎
。
(
間
前
、
謝
議
選
・
批
評
一
臨
海
橋
一
興
ニ
従
弟
慈
趨
U

O

O

 

今

日

良

安

命

、

数

築

難

コ

兵

隊

4

0

0

 

自
~
従
食
v
辞
来
、
唯
同
凡
均
一
今
門
口
美
叫

ハ
間
前
、
古
詩
〉

(
間
前
、
謝
盤
述
、
擬
町
一
貌
太
子
灘
中
集
一
〉

の
ご
と
き
'
も
の

い
。
こ
の
こ
と
で
文
選
の

い
え
な
い
け
れ
ど
も
、
前
掲
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こ
の
よ
う
に
「
今
日
い
と
い
う
認
を
令
む
本
邦
詩
句
と
文
選
詩
句
と
の
問
に
は
、
直
接
の
開
法
は
見
出
せ
な
い
。

い
え
る
こ

偶
語*0
11IlO 

非O

F主
意 を
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柔C
i怖い
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i司て
え顕
著似
命的
手な
私も
喬

島詩

し
て
は

汀
ザ
ギ
ト
ニ
干
z

h

A

紘
一
卯
門
ソ
レ
'
L
M

完
火
、
J

イ
4
3
7
十
一

HUr
上
お
や
じ

下
敷
き
と
し
た
こ
と
が
懸
然
と
わ
か

る
用
い

し
て
い
な
い
。
そ
れ
が
す
ぐ
ど
ん

σ〉

な
し、

が

一
方
に

稲
川
に

関
す
る
限

、

h
川
J
が

る
。
特
に
懐
風
藻
に
お
い
て
は

90 

琴
博
識
未
選
、

39 

78 

98 



円

h
d

Q
O
 

oo 
nペ
υ

馳
心
恒
雄
一
~
白
岡
山
叫
天
、
寄
一
協
同
俳
術
開
月
前
。

監
獄
端
池
上
、
万
時
南
雲
籍
。

一
清
里
、
浮
春
色
、
上
林
関
景
筆
。

烈
附
何
判
断
、
辞
表
不
制
掛
り

一
点
燭
凝
紫
官
、
淑
無
料
芳
春
。

聖
衿
感
淑
気
、
高
曾
啓
芳
春
。

脅
迫
仁
智
閥
、
縦
賞
如
談
倫
。

欲
知
得
性
所
、
来
尋
仁
智
情
。

欲
知
一
刺
仙
曾
、
一
一
一
円
鳥
入
浸
楼
。

松
風
瀬
添
一
歌
、
綿
花
薬
務
身
。

24. 88 

制
別
館
良
宴
、
詑
鰐
賞
作
対
頼
。

艶
wm愛
良
節
、
仁
趨
動
新
督
。

宣
若
聴
覚
換
、
七
割
寓
出
川
一
。

一
帝
尭
叶
仁
智
、
仙
問
時
玩
山
川
。

糊
鮒
浮
高
額
、
梅
花
灼
一
景
春
。

欲
知
今
日
賞
、
成
有
不
締
情
。

鼠
縁
待
明
丹
、
何
憂
夜
、
漏
深
。

近
江
一
唯
一
帝
豆
、
一
祷
叡
是
紳
伯
。

赫
竹
持
盤
穏
、
一
刻
混
乍
磁
趨
。

40 59 20 36 37 50 51 105 20 
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70 25 9 

89 

36 

の
ご
と
く
、

F
h
u
 

庁ー

さ
き
に
表
示
し
た
一
絡
が
ひ
と
つ
の
匂
や
聯
の
中
正
重
出
し
て
い
る
。
表
示
し
た
語
の
中
で
輩
出
し
な
い
諾
は
風
月
・
由
一
禽

γ
流
水

み
で
あ
る
。
嬢
風
藻
の
詩
人
た
ち

γ

に
と
っ

τは
、
少
な
く
と
も
そ
の
三
諾
を
除
い
た
こ
れ
ら
の
諾
諾
は
、

¥
3ノ
叫

日

汀
ν

，一-

問
、
お
わ
り
に

る
誌
で
あ
っ
た
ろ
う
と
強
傑
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

日
常
的
な
安
心
し
て
使
え

前
述
し
た
よ
う
に
凌
雲
集
・
文
翠
秀
麗
集
に
は
嬢
風
藻
に
よ
く
用
い
ら
れ
た
諸
に
つ
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
前
表

に
示
し
た
諸
…
誌
に
よ
る
い
い
ま
わ
し
は
1

平
安
初
期
の
詩
人
遣
に
は
陳
腐
な
も
の
に
思
え
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
用
語
の
慶
一
識
を
述
語
的

性
格
の
諮
の
針
!
い
わ
ゆ
る
力
的
名
針
い

i
の
機
化
の
様
相
と
思
い
あ
わ
せ
て
み
る
と
き
、
凌
一
寝
袋
・
文
革
秀
蕗
集
に
は
懐
風
韻
か
ら
の
脱
皮

を
意
味
す
る
も
の
が
賞
作
の
上
に
見
ち
れ
、
そ
こ
に
卒
安
初
期
へ
の
詩
嵐
の
襲
運
の
一
端
を
見
る
こ
と
、
が
で
き
る
と
思
う
の
本
邦
詩
と
中
間
詩

と
の
鞠
保
は
よ
代
詩
に
は
ふ
ハ
靭
持
を
中
心
と
じ
て
初
麗
詩
の
鱗
取
が
見
ら
れ
、
卒
安
初
頭
の
詩
に
は
初
腐
盛
唐
よ
り
さ
ら
に
中
躍
の
詩
の
一
部



波
7

に
及
ぶ
影
響
関
係
が
あ
る
。
土
代
か
ら
苓
安
初
期
の
詩
ヘ
の
襲
濯
の
過
程
に
は
、
も
ち
ろ

柏
速
な
い
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
凌
器
集
の
序
文
に

思
今
所
γ

集
、
掩
ニ
英
被
庇
ベ
事
情
阿
茶
鵬
首
奇
円
以
申
祝
日
二
儲
民
議
v
善
之
未
v
易
、
・
;

と
あ
り
、
文
筆
秀
麗
集
の
序
文
に

或
気
骨
繍
高
、
識
ニ
問
問
騒
於
聾
律
一
バ
或
続
清
瀬
隆
夫
、
映
時
吋
締
癖
於
艶
流
叫
可
ν
鶏
叫
吋
絡
饗
v
椎
部
倫
明
ν
輩
、
永
生
v
水
以
加
v
属。

と
あ
る
の
は
、
平
安
初
期
の
詩
、
が
中
間
詩
の
蟻
取
受
容
を
は
か
り
つ
ふ
、
一
方
に
お
い
て
は
前
代
、
の
詩
か
ら
の
主
韓
的
な
あ
る
い
は
一
意
間
的
な

脱
佑
を
し
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
解
捌
押
し
た
い
の
で
あ
る
。

い
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
に
は

注
1

序
文
の
米
尾
に
「
子
時
天
平
勝
費
一
ニ
年
歳
在
辛
卯
各
十
一
月
也
」
と
あ
る
。

住
2

日
本
古
典
文
愚
大
系
第
六
九
省
解
説
。

注
3

序
文
の
来
日
間
に
、

日
4

川沿

5

N
U
F
O
 

リ川
μ
η
i

( 39 ) 

嬢
風
藻
と
中
践
の
~
詩
ハ
解
撃
と
錯
覚
・
昭
和
三
十
年
九
一
月
続
)

日
本
持
活
議
議
所
牧
。

者
・
上
代
日
本
文
壊
と
中
関
文
準
、
下
0

・
懐
風
の
研
究
。

(
都
立
石
紳
仲
介
官
間
被
教
科
糊
〉
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